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期間にわたり追跡できる方法が開発された。重量 1.8ｇまたは 3.5ｇの小型発信機を装着し 
２～４ケ月にわたり個体の追跡が可能であり、成体の追跡調査に必須の技術が開発された。 
 








        
本種個体群が利用可能な産卵巣穴はかなり限定されているという実態が明らかにされた。 
本種が繁殖期前後に高い移動性を示すのは限定された産卵巣穴を効率的に利用するための 
適応的行動であるとの見解が示された。一方、下流域に多い堰堤はこの移動を阻害しており 
多くの個体が堰堤下流側に集積する状況が明らかにされた。この他にも、食性調査により 
人間集落の近くの個体群ではしばしば人工物を餌と誤認して摂取しているなど、本種の保全 
にとって重要な意義をもつ多数の知見が得られている。 
 
 本論文は特別天然記念物オオサンショウウオの保全を進めるうえで不可欠な本種個体群 
の動態、とりわけ繁殖移動や産卵巣穴の実態を初めて解明した貴重な労作であり、審査委員 
一同は、博士（農学）の学位に値する十分な内容を有すると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
